
第２２回 

高校対抗 

英語ディベート大会 
 

 
■GCC（グローバル・コミュニケーション・コース）では、２年生で週に２時間英語によるディベートに

取り組んでいます。その学習の集大成として３学期に他校との交流試合を行いました。 

 

■今年度は、２月１日（月）県立尼崎小田高校に以下の４校が集まり大会を開催しました。 

     

県立尼崎小田高等学校 国際探求学科 ２年生 

    県立姫路飾西高等学校 普通科 グローバルコミュニケーションコース ２年生 

    県立宝塚西高等学校   普通科 リベラルアーツ＆コミュニケーションコース ２年生  

     県立宝塚高等学校     普通科 実践英語選択者 ２年生 

 

■参加校の全員が、賛成、反対の立場のそれぞれのチームにわかれ、討論形式の試合（ディベート）を行

いました。 

 

■テーマ（論題）は以下の通りです。 

Japan should contribute more actively to the United Nations Peacekeeping Operations by 

relaxing its restrictions for the Self-Defense Forces. 

「日本国は，自衛隊の参加制限を緩和し，国際連合の平和維持活動に， 

より積極的に貢献すべきである。是か非か。」 

 

    

生徒集会場に４校が集合、 

これから開会式です。 

各校代表が英語で挨拶しま

す。 

試合開始。まずは立論スピーチ、論点のサインポストや証拠

を示しながら、わかりやすく２つの論点（理由）を述べます。 

    
作戦タイム。質問、反論の準

備を協力して行います。 

相手の立論スピーチへの質問です。矛盾点を浮き彫りにして

いきます。 

相手の論点に対し、証拠を

示し反論します 

    

攻撃された論点に対し、ディ

フェンススピーチで再反論。 

最後はサマリースピーチ。自

分たちの優位性をアピール

します。 

閉会式でジャッジの先生か

らコメントをいただきました。 

最後はチーム飾西全員で記

念写真！ 

 
■一部の生徒は後日同じテーマで行われるに行われる兵庫県大会に、学校代表として参加します。 

  



■結果 

肯定側 否定側 勝者 

宝塚西① 姫路飾西① 姫路飾西 

尼崎小田① 姫路飾西② 尼崎小田 

姫路飾西① 尼崎小田② 尼崎小田 

姫路飾西② 宝塚西② 姫路飾西 

姫路飾西③ 宝塚 姫路飾西 

尼崎小田④ 姫路飾西④ 姫路飾西 

姫路飾西④ 尼崎小田③ 尼崎小田 

宝塚西③ 姫路飾西③ 姫路飾西 

 

 
■以下は生徒感想です。 

 

皆で頑張ってきた成果を出しきることができてよかったです。最初は副審をやって、大きな声で明

確に話すことは大切だと思ったので、そのことを第２試合に生かすことができてよかったです。相

手の論点をちゃんと聞き取れて attackすることができたので良かったです。 

勝てたのでうれしいです。しかも学校内で最近負け続きだったので、よりうれしかったです。今ま

でで１番うまく constructive speechが読めたように思います。１組しかできない授業、とても自分

の力につながるような気がします。楽しかったです。大変でしたが。 

負けてしまいましたが、１年間この GCC の皆と頑張ってこれてよかったです。これを通して英語

で自分の意見を言うこととか、物事をいろんな方向から考えることを学びました。そして何より、

チームで協力してやることの大切さを一番に学びました。 

練習の成果を十分に発揮できて、また悔いのない試合ができ良かったです。勝つこともできて達成

感を味わうことができました。１組の最大の行事が成功して満足です。後は受験に向けて前進する

のみですね。 

やっと終わったという感じともう終わってしまったのかという気持ちが入り混じっています。相手

チームは強かったし、ハキハキしていた。でも今までで一番頑張れたし、自分の役割は最大限果た

せたと思うので、結果はどうであれ、満足しています。とてもいい経験になりました。 

始まる前は、相手から何を言われるかわからなかったので、不安だったけど、自分が理解できなか

ったところはチームの人がカバーしてくれたので最後まで頑張ることができたと思います。放課後

残ってエビデンス書きしてよかったです 

尼崎小田高校と試合しました。相手の英語力と瞬発力に驚きましたが、あきらめずアタック、ディ

フェンスできてよかったです。エビデンスの準備が勝利につながったと思います。県大会もあきら

めず頑張りたいです。 

今日まで放課後に残って準備したり、練習を何度もするのはしんどかったけど、だからこそ今日の

大会はとてもやりがいのあるものだった。チームメートと協力しながら頑張ってきたので、今日勝

ったとき、達成感とうれしさでいっぱいだった。また県大会もあるので、そのときも自分のできる

ことを精一杯したいと思う。ディベートは私にとっていい体験になったと思う。 

私たちの班はずっと連敗が続いていて、自信がなかったけど、何度も言われたことのある論点で反

論することができて勝ててうれしかったです。練習は大切だと思いました。またディベートの準備

でたくさん単語を知れてよかったです。 


